
一
領
邦
の
圧
迫
の
下
で
、
こ
れ
に
完
全
に
従
属
す

る
か
、
或
い
は
自
ら
の
狭
少
な
領
域
を
強
固
化
し

つ
つ
、
そ
の
内
部
で
閉
鎖
的
な
ツ
ン
フ
ト
的
都
市

経
済
に
よ
っ
て
自
己
保
存
を
回
る
他
は
な
か
っ
た
。

「
世
界
経
済
」
の
破
壊
者
と
し
て
の
領
邦
国
家
！

な
る
ほ
ど
流
通
主
義
的
立
場
か
ら
レ
ー
リ
ヒ
が
、

こ
れ
を
規
定
し
た
圏
制
的
枠
組
に
究
極
の
原
因
あ

り
と
し
た
の
は
首
肯
さ
れ
る
。
し
か
し
社
会
経
済

史
家
レ
ー
リ
ヒ
は
、
逆
に
、
か
か
る
狭
隆
な
領
邦

経
済
の
形
成
を
許
し
た
ド
イ
ツ
都
市
の
経
済
的
挫

格
、
否
、
ド
イ
ツ
経
済
社
会
全
般
こ
そ
問
題
と
す
．

べ
き
で
あ
っ
た
。

　
籠
叩
四
童
・
は
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
都

楽
界
の
ユ
ニ
ー
ク
な
欝
欝
図
を
な
す
。
第
五
章
は
、

一
五
世
紀
に
お
い
て
、
一
方
で
硬
直
化
し
た
都
市

経
済
を
示
す
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
と
、
他
方
で
開
放
的

国
際
市
場
と
し
て
発
展
を
続
け
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
タ
イ
プ
を
単

に
老
朽
化
し
た
都
市
と
最
盛
期
に
あ
る
都
市
の
相

違
と
見
更
す
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
。
少
な

く
と
も
、
特
権
的
流
通
を
基
盤
と
し
た
ハ
ン
ザ
都

市
と
、
金
属
工
業
等
の
生
産
的
基
盤
を
有
し
た
南

独
都
市
の
経
済
構
造
上
の
相
違
は
猛
過
さ
れ
て
は

な
る
ま
い
。
第
七
章
は
都
市
の
社
会
史
で
あ
る
が
、

中
世
末
期
、
都
市
社
会
の
矛
盾
を
一
身
に
負
っ
た

下
層
民
1
1
非
市
民
に
関
す
る
血
の
通
っ
た
叙
述
は
、

歴
史
家
レ
ー
リ
ヒ
の
輻
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
都
帝
史
文
献
の
翻
訳
に
は
最
適
任
と
思
わ
れ
る

両
氏
は
、
M
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
に
も
比
す
べ
き

格
調
高
い
原
著
の
文
体
を
能
く
日
本
語
に
移
さ
れ

た
。
た
だ
次
の
難
処
に
つ
い
て
再
考
を
講
う
次
第

で
あ
る
。
一
八
頁
（
原
著
一
七
頁
）
一
ニ
ニ
○
年

（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
建
設
）
↓
一
一
二
〇
年
。
ニ
エ

頁
（
原
著
一
九
頁
）
〃
ハ
ン
ザ
同
盟
”
と
い
う
語

は
原
文
に
な
く
、
歴
史
用
語
と
し
て
も
誤
り
。
三

七
頁
（
原
著
三
〇
頁
）
…
…
他
の
諸
候
の
手
に
渡

る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
↓
…
…
…
な
い
か
ぎ
り
で

（
現
実
に
諸
侯
へ
の
質
入
れ
は
屡
々
あ
っ
た
）
四

三
頁
（
原
著
三
五
頁
）
ハ
イ
ン
ジ
ヒ
四
世
↓
同
六

世
。
五
九
頁
（
原
薯
四
七
頁
）
ブ
ー
ヴ
ア
ン
ヌ
↓

ブ
ー
ヴ
ィ
ー
ヌ
、
　
一
三
九
頁
（
原
著
一
〇
八
頁
）

地
縁
的
と
訳
さ
れ
た
α
詳
罵
。
げ
は
局
地
的
（
一
都

市
的
）
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
っ
て
、
ツ
ン
フ

ト
は
決
し
て
地
縁
的
組
織
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

他
若
干
の
地
名
表
記
に
誤
植
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
（
四
六
判
　
一
六
九
頁
　
索
引
等
二
五
頁

一
九
七
八
年
　
創
意
社
　
　
一
五
〇
〇
円
）

　
　
　
（
服
部
良
久
　
天
理
大
学
講
師
）

C
・
V
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
署

清
水
博
・
長
田
豊
阪
・
有
賀
頁
訳

『
ア
メ
リ
カ
人
種
差
別
の
歴
史
』

　
本
書
は
、
　
ρ
　
＜
碧
轟
　
ノ
＜
o
o
α
毛
霞
α
”
R
ぎ

Q
ミ
§
繋
馬
O
ミ
馬
ミ
黒
血
ミ
G
さ
さ
改
訂
第
三
版

（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
都
、
　
一
九
七
四
年
）

の
全
訳
で
あ
る
。
初
版
は
一
九
五
五
年
に
、
ま
た

改
訂
再
版
は
一
九
六
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ

た
。　
著
者
ウ
ッ
ド
ワ
…
ド
教
授
は
、
ア
メ
リ
カ
南
部

史
研
究
の
第
一
尊
老
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
現

代
ア
メ
リ
カ
史
学
界
を
代
表
す
る
学
者
の
一
人
と

し
て
つ
と
に
そ
の
名
声
は
高
く
、
鋭
い
洞
察
と
幅

広
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
歴
史
的
感
覚
に
貫
か
れ

た
幾
多
の
名
著
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
と
り

わ
け
、
§
ミ
§
§
§
山
根
、
ミ
執
§
N
～
魯
巴
（
お
。
。
。
。
γ

9
、
粛
慧
防
ゆ
＼
き
恥
　
〉
戴
き
砺
。
ミ
凄
、
駄
。
。
N
N
点
℃
疑

（
お
軽
）
い
需
馬
§
職
。
養
§
蕊
涛
馬
§
識
§
（
H
O
鑓
）
な

ど
は
、
い
わ
ゆ
る
コ
八
七
七
年
の
妥
協
」
か
ら

164 （788）



介紹

南
部
革
新
主
義
の
成
立
に
至
る
時
期
を
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
な
ど
南
部
の
民
衆
運
動
に
共
感
を
寄
せ
、

他
方
で
、
南
部
白
人
の
レ
イ
シ
ズ
ム
を
撲
判
ず
る

と
い
う
ジ
ベ
ラ
ル
な
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
政
治
、

経
済
、
社
会
、
思
想
の
面
か
ら
包
括
的
に
扱
っ
た

も
の
で
、
こ
の
期
に
関
す
る
研
究
史
に
お
い
て
、

ま
さ
に
、
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
一
つ
の
「
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
」
を
形
成
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
書
は
、
先
の
業
績
を
基
礎
に
、
現
代

に
ま
で
至
る
時
期
の
い
わ
ゆ
る
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ

（一

ｯ
9
0
芝
）
制
度
に
つ
い
て
一
般
向
け
に
叙
述

し
た
も
の
で
あ
る
つ
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
制
度
と
は
、

公
衆
施
設
に
お
け
る
黒
人
と
白
人
の
身
体
的
分
離

制
度
の
こ
と
で
、
黒
人
の
選
挙
権
剥
奪
（
a
ω
沖
ρ
亭

つ
巨
器
ヨ
①
暮
）
な
ど
と
と
も
に
、
南
部
特
有
の
黒

人
差
別
制
度
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
制
度

の
起
源
に
つ
い
て
、
従
来
、
そ
れ
は
奴
隷
制
時
代

か
ら
の
伝
統
で
あ
る
と
か
、
南
北
戦
争
以
後
の
時

期
、
あ
る
い
は
、
再
建
以
後
の
時
期
に
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
と
か
莫
然
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ

に
対
し
、
本
書
に
お
い
て
教
授
は
、
そ
れ
は
、
一
九

世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
の
、
激
し
い
南
部
社
会
・

政
治
抗
争
の
中
で
、
白
人
間
の
階
級
調
和
を
も
た

ら
す
た
め
の
ス
ケ
…
プ
・
ゴ
ー
ト
と
し
て
黒
人
が

扱
わ
れ
る
中
で
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
立
証
し
た
の
で
あ
っ
た
。
教
授
は
こ
う
し
て
ジ

ム
・
ク
ロ
ウ
制
度
の
歴
史
性
を
押
し
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
超
歴
史
性
を
否
定
し
、
黒
人
差
別

反
対
運
動
に
大
き
な
鼓
舞
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
本
書
前
半
三
章
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ム

・
ク
ロ
ウ
制
度
の
成
立
過
程
が
辿
ら
れ
た
後
、
後

半
三
章
で
は
、
こ
の
制
度
の
衰
退
と
そ
れ
に
代
る

新
た
な
問
題
の
出
現
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
改
訂
第
三
版
に
お
い
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た

第
六
章
に
お
い
て
は
、
公
民
権
法
、
投
票
権
法
な

ど
の
成
立
に
よ
っ
て
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
制
度
を
法
的

に
死
滅
さ
せ
た
い
わ
ゆ
る
夢
「
第
二
の
再
建
」
が
、

黒
人
1
と
り
わ
け
北
部
都
市
の
黒
人
1
の
経

済
的
条
件
の
改
善
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
黒
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模

索
と
民
族
的
誇
り
に
応
え
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の

で
も
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
、
黒
人
運
動
は
、

今
や
、
一
層
の
統
合
か
分
離
主
義
（
ω
①
や
貧
与
島
ω
日
）

か
と
い
う
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
半
部
分
は
、
近
年

と
み
に
多
く
の
研
究
書
・
啓
蒙
書
が
扱
っ
た
り
触

れ
た
り
し
て
い
る
分
野
を
扱
っ
て
お
り
、
本
書
前

半
部
の
よ
う
な
教
授
の
創
見
と
い
う
べ
き
も
の
は

余
り
見
ら
れ
な
い
が
、
現
代
的
問
題
を
扱
う
に
つ

れ
、
教
授
の
真
楚
で
良
心
的
な
態
度
が
に
じ
み
出

て
い
る
点
が
む
し
ろ
興
味
深
い
。

　
我
々
が
本
書
や
先
に
紹
介
し
た
諸
業
綾
か
ら
学

ぶ
べ
き
は
、
ア
メ
リ
カ
史
の
全
体
的
溝
成
の
中
に

黒
人
を
位
置
付
け
て
考
察
す
る
と
い
う
教
授
の
黒

人
史
研
究
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
今
や
、
黒
人
の
存

在
と
果
し
た
役
割
を
無
視
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
史

そ
の
も
の
が
書
け
な
い
こ
と
は
何
人
も
否
定
し
え

ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
、
黒
人
の
存

在
と
役
割
を
一
面
的
に
強
調
す
る
の
み
で
は
、
ア

メ
リ
カ
史
の
全
体
像
を
捉
え
き
れ
ぬ
こ
と
も
ま
た

明
白
で
あ
る
。
近
年
隆
盛
を
き
わ
め
て
い
る
ブ
ラ

ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
の
中
に
は
、
教
授
の
方
法
的
立

場
を
欺
騰
的
白
人
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
し
て
拒
け
る

む
き
も
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
れ
は
逆
の
意
味
の
人

種
排
外
主
義
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
史
全
体
に
と
っ

て
も
、
個
別
黒
人
史
に
と
っ
て
も
不
毛
な
結
果
し

か
も
た
ら
す
ま
い
。
要
は
、
黒
人
史
研
究
を
常
に

ア
メ
リ
カ
史
全
体
像
の
構
築
と
関
わ
ら
せ
つ
つ
、

一
層
緻
密
化
、
豊
富
化
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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、



　
本
書
の
原
文
は
洗
練
さ
れ
た
魅
力
的
文
体
で
書

か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
は
決
し
て
た
や
す
い

と
は
思
わ
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
邦

訳
は
読
み
や
す
く
し
か
も
正
確
で
あ
る
。
邦
訳
の

労
を
と
ら
れ
た
方
々
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
た

だ
し
、
題
名
の
　
部
に
も
な
っ
て
い
る
ジ
ム
・
ク

ロ
ウ
の
訳
が
、
邦
訳
題
名
の
よ
う
に
「
人
種
差

別
」
と
な
っ
て
い
た
り
「
黒
人
差
別
」
法
（
邦
訳

一
一
＝
貝
V
と
な
っ
て
い
た
り
し
て
、
や
や
不
統

一
の
感
を
う
け
る
。
著
者
自
身
が
再
版
の
序
の
中

で
強
調
し
、
訳
者
も
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
と
は
、
人
種

分
離
－
と
り
わ
け
身
体
的
i
の
こ
と
な
の
で

あ
り
、
や
は
り
邦
訳
も
「
人
種
分
離
」
と
か
、
邦

訳
中
の
各
所
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
、

「
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
」
と
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
史

に
興
味
を
も
つ
人
々
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
史
学
界
の
第
一
級
水
準
に
触
れ
た
い
と
願
う

人
々
に
是
雰
一
読
を
勧
め
た
い
一
書
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
R
エ
ハ
料
　
　
二
　
二
九
頁
　
　
一
九
七
七
年

　
　
　
　
　
　
　
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
村
出
版
　
一
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
山
良
　
京
都
大
学
研
修
員
）

ム
瓜

此
扁

　
去
る
六
月
一
五
日
目
木
）
、
楽
友
会
館
に
お

い
て
昭
和
五
三
年
度
春
黍
定
例
理
事
会
・
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
つ
ぎ
の
案
件
が
い
ず

れ
も
異
議
な
く
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
　
「
史
林
」
編
集
報
告

二
、
昭
和
五
二
年
度
決
籏
報
告
お
よ
び
昭
和
r

　
五
三
年
度
予
鏡
案

三
、
役
員
交
代

　
　
佐
藤
長
理
事
長
お
よ
び
間
野
英
二
常
務

　
理
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
島
田
慶
次
琉

　
を
理
事
長
に
、
大
山
喬
平
民
を
常
務
理
事

　
（
庶
務
担
当
）
に
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

な
お
、
退
任
さ
れ
た
前
常
務
理
事
間
野
英

二
氏
は
評
議
員
に
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。
お
申
込
は
必
ず
前
金
で
、
郵
送
の
場
合

は
送
料
（
各
三
四
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。

三
三
巻
一
三

三
四
巻
一
・
二
・
四
号

三
八
巻
二
・
四
号

一二

繩
ｪ
六
号

四
〇
巻
五
・
六
号

四
一
巻
四
号

四
二
巻
五
号

四
三
巻
二
～
四
。
六
口
万

四
四
巻
六
号

四
六
…
巷
四
・
五
口
万

四
七
巻
一
～
六
暑
・

四
八
巻
三
・
四
号

．
四
［
九
巻
三
・
五
・
六
口
万

頒
価
は
、

五
〇
巻
四
号

五
一
巻
一
～
六
号

五
二
巻
一
～
山
一
号

五
一
二
轟
暦
一
～
六
麟
写

五
四
巻
一
～
五
号

五
五
巻
一
～
山
二
号

五
六
巻
一
～
六
号

五
七
巻
一
～
三
二
号

五
八
巻
一
～
六
号

五
九
巻
一
～
六
号

六
〇
巻
一
～
山
ハ
鶯
万

六
一
巻
一
・
一
言
万

　
　
　
　
　
五
六
巻
六
号
ま
で
は
五
〇
〇
円
、
五

七
巻
一
号
～
五
八
巻
六
号
は
六
〇
〇
円
、
五
九
巻

一
号
以
降
は
七
五
〇
円
で
す
。
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